
 

【NEWS RELEASE】 

 

1 

2025年 5月 9日 

各  位 

株式会社三井住友フィナンシャルグループ 

株式会社三井住友銀行 

 

YES BANK Limitedの株式取得について 

 

株式会社三井住友フィナンシャルグループ（執行役社長グループ CEO：中島 達、以下、当社      

グループを総称して「SMBC グループ」）、株式会社三井住友銀行（頭取 CEO：福留 朗裕、以下、       

「三井住友銀行」）は、インド共和国（以下、「インド」）の国営銀行である State Bank of India

（Chairman：Challa Sreenivasulu Setty、以下、「SBI」）および他金融機関と、インドにおける     

民間商業銀行である YES BANK Limited（CEO：Prashant Kumar、以下、「YES BANK」）の普通株式     

持分 20%を、1,348 億ルピー（約 2,400 億円、PBR1.4 倍）を取得対価として、関係当局からの     

許認可等を前提に取得することに合意し、株式取得に係る契約を締結（以下、「本出資」）しました。

本出資後、YES BANK は SMBC グループおよび三井住友銀行における持分法適用会社となる見込み 

です。 

 

1. SMBCグループのインド事業について 

SMBC グループは、高い成長が見込まれるアジアの新興国において、リテール業務を含むフル  

ラインの銀行サービスを展開することで「第 2、第 3 の SMBC グループ」を創るというアジア・   

マルチフランチャイズ戦略に取り組んでいます。 

本戦略の注力国であるインドにおいては、2013 年のニューデリー出張所開設後、ムンバイ支店、

チェンナイ出張所、ギフトシティー支店と支店網を拡大している他、2021 年に SMBC グループが  

出資、その後 2024年に完全子会社化したノンバンク SMFG India Credit Co. Ltd.を中心に、中小

企業・営業性個人、個人中間層向けにセグメント特性に合わせた金融サービスを提供してきました。 

また、SMBC グループでは今年 4 月よりインド本部を新たに立ち上げ、同国へのコミットを強化、

成長戦略を加速させるべく、体制を構築しております。 

 

2. 本出資の背景について 

今回の出資対象である YES BANK は、インドにおける民間第 6位の規模を誇る商業銀行であり、

インド全土にわたり 1,200 を超える支店ネットワークを展開しています。大企業からリテール  

セグメントにわたり幅広い金融サービスを提供しており、特にデジタル及びトランザクション  

バンキング領域を強みとし、近年高い成長を実現しています。 

インドにおける大手商業銀行への出資により、SMBC グループのインド事業の成長をさらに加速

させると共に、インドの金融業界全体のさらなる発展に貢献してまいります。 
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3. YES BANKの概要 

会社名 ： YES BANK Limited   

設立年 ： 2003年   

所在地 ： インド・ムンバイ   

上場 ： ムンバイ証券取引所上場    

子会社 ： YES Securities (India) Limited   

 

（参考）YES BANKの直近 3 年間の業績（連結） 

（単位：億円） 

 2023年 3月期 2024年 3月期 2025年 3月期 

業務粗利益 2,165 2,418 2,714 

当期純利益 132 231 440 

総資産 63,937 73,145 76,340 

純資産 7,334 7,586 8,610 

貸出金 36,583 41,004 44,301 

預金 39,129 47,921 51,196 

（1インドルピー＝1.80円で換算）      

 

以  上 


